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「体育協会」・……通称「体協」 と言っています。

「志免町体協」では、町民の健康 と融和、青少年の健全育成 をスローガンに微力ながら活動 を進めています。

そのような中で、最近のスポーツは、競技志向型のグループや健康グループ、少年グループなど多様化 して

います。

なかでも、個人の趣味や健康づ くり等の欲求 を満たすだけで、社会体育組織加入について「忙 しいから .′ 」

「出事が多くなるから .′ 」とかいう理由で加入いただけないスポーツクラブが増えつつあり残念でなりません。

真の社会体育の振興 をめざして町民の皆 さんとともに「体協」 も力を合せて、頑張 りたいと願っております。

「広報 じめまち」と一緒に保管していただければ幸いです。
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小

林

鶴

児

ア
ッ
と
云
う
間
に
四
月
、
日
ご
と
に

暖
か
さ
を
増
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

町
内
の
あ
ち
こ
ち
に
国
体
の
ス
ロ
ー

ガ
ン

「
と
き
め
き
、
出
あ

い
、
み
を
ぎ

る
力
」
Ｌ
相
撲
会
場
決
定
」
。
「町
民
の

皆
さ
ん
と
、　
一
緒
に
成
功
さ
せ
よ
う
」

等
色
ん
な
看
板
や
体
育
館
の
建
設
、
道

路
の
整
備
等
、
す
ぐ
に
で
も
国
体
が
始

ま
る
よ
う
な
盛
り
あ
が
り
を
感
じ
る
今

日
此
の
頃
で
す
ｃ

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
日
頃
か
ら
体
協

に
対
す
る
ご
理
解
ご
協
力
、
心
か
ら
感

謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

私
も
、
病
後
早
や
三
年
、
お
陰
様
で

順
調
に
快
復
し

一
日
も
早
く
元
の
体
に

と
早
朝
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
剣
道
の
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

さ
て
、

こ
れ
か
ら
の
私

の
努
め
は
町

の
す

べ
て
の
行
事

に
参
加
す
る
こ
と
に

あ
り
と
思

っ
て

い
ま
す
〓

体
協
も
お
陰
様

で
毎
年
少
し
ず

つ
で

は
あ
り
ま
す
が
盛
ん
に
な

っ
て
い
ま
す
ｔ

現
在
十

二
の
部
や
協
会
が
あ
り
、
会

員
―
増
え
各
部
と
も
色
ん
な
行
事
が
行

■

た
て

ゴ
三
‥
　

二
れ
は
や
は
り
、
そ

れ
そ
れ
「
役
員

■
七
υ
々
●
献
身
的
な
協

力
と
ご
苦
労
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
は
余
談
に
な
り
ま

す
が
、
私
の
小
学
校
時
代
の
こ
と
で
す
。

当
時
、
納
税
奨
励
標
語
の
募
集
が
全

校
に
あ
り
、
同
級
生
が

「税
金
納
め
た

お
父
さ
ん
に
こ
に
こ
」
こ
れ
が

ｆ
寺
賞

に
な
り
ま
し
た
。
簡
単
で
す
が
意
味
が

あ
り
ま
す
ｃ
我
々
日
常
生
活
も
こ
れ
に

あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま

す
ｃ
例
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
で

一

汗
流
し
、　
一
風
呂
浴
び
た
後
の
壮
快
き
、

一
杯
の
ビ
ー
ル
、
夕
食
の
う
ま
い
こ
と
，

こ
れ
ぞ
、
健
康
で
楽
し
い
毎
日

「
お
父

さ
ん
に
こ
に
こ
」
で
は
な

い
で
し
ょ
う

か
ｃ私
は
毎
月

一健
康

つ
く
り
」
の
本
を

読
ん
で
い
ま
す
．
そ
の
中
に
常
に
運
動

ら
ス
ポ
ー
ツ
す
る
人
と
し
な

い
人
で
は

年
齢
差
が
四

・
五
才
ぐ
ら
い
あ
る
と
書

い
て
あ
り
ま
し
た
ｃ
町
民
の
み
な
さ
ん
、

何
事
も

「
一
見
に
し
か
ず
」
何
か
自
分

に
合

っ
た
ス
ホ
ー
ツ
や
運
動
を
や

っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
健
康
で
あ
る
こ
と
は
人

生
最
大
の
幸
福
と
云
い
ま
す
ｃ
自
分
の

た
め
家
族
の
た
め
ひ
い
て
は
社
会
の
た

め
に
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ

す
る
こ
と
に
・よ
っ
て

「広
が
る
友
情
と

連
帯
」
の
輪
の
中
で
、
国
体
も
成
功
さ

せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
，

ど
う
か
皆
さ
ん
、
本
年
も

一
層
体
協

会

長

あ

い

ザ
つ

Ｃ
ヽ

ら

、

‘
　

Ｌ

に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
あ
げ
私
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

―
―
―
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ー
ー
ー

▽

一
般
女
子
＝
三
位

▽
青
年
女
子
＝
二
位

―
―

剣

道
―
―

▽

一
般
男
子
＝
三
位

▽
青
年
男
子
＝
二
位

―

‐柔
　
道
―
―

▽

一
般
＝
二
位
　
▽
青
年
＝
二
位

―

―
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ー

ー

▽

一
般
女
子
＝
三
位

―

‐
庭
　
球
―

‐

▽
軟
式
＝
二
位

▽
硬
式
男
子
＝
二
位

▽
硬
式
女
手
＝
三
位

―
‐―
相
　
撲

―
―

▽

一
般
＝

一
位

▽
青
年
＝

一
位

――
―
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

‐―

▽

一
般
女
子
＝
二
位

▽
青
年
＝
三
位

広
が
る
〓
情
と
連
帯
の
輔
の
中
で
″

―

大
熱
戦
の
郡
民
体
育
大
会
８７
１

宇
美
町
を
主
会
場
に
、
昨
年
８
月
２３
日
０
、
第
３６
回
粕
屋
郡

民
体
育
大
会
が
開
か
れ
、
粕
屋
郡
８
町
か
ら
約
三
千
人
の
選
手

が
参
加
、
陸
上
、
相
撲
な
ど
１０
競
技
で
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た

志
免
町
か
ら
も
二
八
〇
名
の
選
手
が
出
場
、
相
撲
で
団
体
優

勝
し
た
ほ
か
、
各
種
で
健
闘
し
ま
し
た
。

ｏ
大
会
成
績

（団
体
三
位
以
内
の
み
）

―
―

陸
上
―
―

（種
目
総
合
）

一
般
男
子
＝
三
位
　
　
▽
青
年
女
子
＝
二
位

（
一
般
男
子
）

▽
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
＝
一
位

（青
年
男
子
）

▽
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
＝
二
位

（年

齢

別
）

▽
男
子
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
＝

一
位

昭
年
６５
年

と
び
う
め
国
体
相
撲
競
技
を

成
功
さ
せ
よ
う
〃
¨

国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ
る
．国
体
が
６５
年
に

福
岡
県
で
開
催
さ
れ
、
志
免
町
で
は
、
国
技
と
さ
れ

て
い
る
相
撲
会
場
を
担
当
す
る
こ
と
に
町
民
皆
さ
ん

と
二
緒
に
成
功
さ
せ
ま
し
よ
う
／

と
き
め
き

出
会
い

み
な
ぎ
る
力

1半与■1鑢
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「広報じめまち」と一緒に保管していただければ幸いです。
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一緒にイイ汗流しましょう′

(入部希望者は下記までご連絡を)
種 目

活 動    状    況
連 絡 先 備 考

練 習 日 時   間 場   所

陸   上   部
毎月第1日 曜日 午前 7時～ 8時 志 免 中 学 校

見女子 'IJ敏
2:'935-7100

ランニングでつかもう健康〃
毎週 日曜 日 午後 7時～ 9時 志免東地区社会体育館

牛文里予 イ申チ16
■:,935-8304

バスケットボール部 木 午後 8時～10時 中 央 小 体 育 館
中 山
2],935-
孝 一
1001 特に女性部員募集 ./

柔   道   部 月・水・金 午後5時半～7時半 志 免 中 武 道 場 篠藝甫  :書 日青2]:611-2952
5才以上 男 女 を問 わず加 入
で きます 。

剣道部
心正会

月
第1、
・ 水 ・金
2日曜日(大人のみ|

午 後 5時ヽ 9時
午 後 5時-7時 町 民 体 育 館

オ喬本  俊品可
23,936-5208 剣道を通じ

て親子の対話を″

お父 さん、お母 さんお気軽
に…お越 しください。桜武館 火・木・土

火・木・午後
土   ク

6日寺^-8日寺
3時～ 5時 南 小 体 育 館

英 俊
-8504

硬 式 テニ ス協会 日 午前10時～12時
横
ト一

場

コ

役
スニ

旧
テ

藤
8935-
音目こ]
1001
体 力増進 とス トレス解消 に
楽 しく汗 を流 しま しょ う。

軟 式 庭 球 協 会 ″ 午前 9時半～12時半 総合 スポー ツ公園 中牟 田修 身〔雲〔)35-1001
青空 の下 、 思 い切 り自球 を
綱
~と
うの音5員 募 集 /′

空 手 協 会
火 土

月 金
後
後
午
午

時
時

一
一
時
時

町 民 体 育 館
桜丘共同利用施設体育館

世 利  勝 義
2ヨ,935-1789

イ本力増強 に
健康 に入会

の 方 は美 と
ちします。

相 撲 協 会 火・木 午後 5時半～ 7時 岩崎神社横相撲場
吉村 定 935-2367
世利良木 935-1001

す も うに興 味 の あ る方 お気
嘔菫に ど うぞ。

居 合 道 部 木・土 午後 7時～ 9時 志 免 中 武 道 場
1含オ喬 |た′饉
2コ,935-1266 きたえよう心と体

卓    王求    音5
火・本・土 午後 7時半～10時 志 免 中 卓 球 場 碇  俊 行

1夜 ,

23,935-2528 卓球を通じ、素晴らしい思
い出を残して見ませんか。/日 午前10時～12時 桜丘共同利用施設体育館

五 島 照子 |1昼 )
2ヨ:936-1578

ソ

フ

ト

ボ

ル

協

亀 山 日 西 小 運 動 場
福 島  政美
2],935-4124

町民の皆 さん一緒にグラン

ドを走り廻 りませんか。各

チーム共皆様のご参加をお

待ちしています。

社会人の方ならば誰でも、

加入できます。

お気軽にどうぞ.お尋ねく

ださい。

リーグ戦開幕 (前期)

勤労女子ソフト大会

ジュニア大会

リーグ戦 (後期)

水戸杯 トーナメント大会

F丁長杯   ク   ク

男」 ′子  工 中馬   猛
2:'935-1495

鏡
西村  芳 雄
2ヨ,621-3115

志  免  四 中 央 小 運 動 場
安部  イ11夫
2ヨ:935-1449

大 田丁 ク
桐 島  俊 一
2ヨ,935-3792

サンディーズ
浦 田   禎
2],935-8053

K S 層甍月I

2],936
政 幸
-0649

志  免  五 占田 宏 生
Z:ヽ936-0017

田
喧ヨ 東 小 運 動 場

久保 田
2ヨ,935-

省三
5956

向  ケ 丘 H寺小1‐    1多
2i,935-8144

1ヒ 区 ″ 東 公 園 グ ラ ン ド
水 11 義春
2〕:935-2557

丸 商
井 上   修
2コ,935-2563

九 州 産 交 ク
:{:,r Ir
4935
正
22
幸
Ｈ

南志免ブルー
ファイターズ 南 小 運 動 場

藤 原  保 明
2ヨ,936-0926

バ

レ

!

ボ

ル

協

西 ク ラ ブ 金 午後7時半～9時半 西地 区社会体育館
古 賀 郷 千
■ヨ,935-4108

地 域 の親 睦 とス トレス解 消
の た め入 部 しませ ん か /

南 里 火・金 午後7時半～9時半 志 免 中 体 育 館
桐 島美 智子
2ヨ,935-3792

公民 館 活 動 の一 環 と して体
力つ くりをモ ッ トー に /′

ミラクルズ 月・金 午後7時半～9時半
南 小 体 育 館
中 央 小 体 育 館

田 中恵 美 子
2ヨ,935-5479

活気 あふ れ るママ さん場刈
り、貴女 もど うぞ .′

泉 桜 月・金 午後7時半～9時半 南 小 体 育 館
飯 田  郷 子
23,935-9649

週 1回で 少 々モ ノ足 りな い
が常 に初 心 を もって… …

向 ケ 丘 水・金 午後 8時～10時 南 小 体 育 館
脇  佳 代子
1】:936-3151

美 容 と健 康 の た め頑 張 っ て
ヽヽ ま―ナ。

ス マ イ ル 火・金 午後7時半～ 9時半
東 地 区 社 会 体 育 館
;志  :免  中 学f オ交

権藤 セ チ子

`:'935-2574

一緒 にバ レー ボ ー ル を楽 し
み ま しょ う /

志  友  会 月 。本 午後 8時～10時 東地 区社 会体育館
高橋  政博
2ヨ,935-8719

30■デか 一
を
タ

ル

ス

一

ら

ボ
で 楽 し

バ レー

飛 龍 木 午後 8時～10時 志 免 中 体 育 館
′」ヽ|II   だ券
Z:,947-5416

仕事 の後 の爽や かな汗 サ イコ
ウです。一緒 にバ レーボールを/

鏡 火・土 午後7時半～9時半 西地 区社会体育館
堤
2ヨ,611-
者『再
生

2594
あ なたの ラ イ
バ レー ボ ー ル

フ
を
リーイ クフレに

わ  か  ば 火・金 午後7時半～9時半
田中  順 子
2ヨ,936-5376

わた した ちとバ レーボール
のいい,千かこう/′ ファイ ト.′

青 年 男 子 月・木 午後 8時～10時 東 小 学 校 体 育 館
安部
′
由郎

Z:'622-6781
若者 よ集 まれ /共 にバ レー
ボールを楽 しもう/′

青 年 女 子 月 。木 午後 8時～10時 本 山 H出子
2ヨ,935-3330 私達と一緒にいい汗かこう.′

小学生の部 各小学校体育館、東地区

「広報じめまち」と一緒に保管していただければ幸いです。

本

し

し
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柔

　

道
　
　
部

西
島
　
　
保

昨
年
は
、
粕
屋
郡
柔
道
協
会
２０
周
年
、

ま
た
志
免
柔
道
部
顧
問
増
田
先
生
の
１０

年
目
の
節
目
と
し
て
、
年
頭
に
大
願
を

立
て
ま
し
た
。

毎
年
八
月
に
行
な
わ
れ
る
郡
体
に
優

勝
し
、
そ
し
て
九
月
に
粕
屋
町
で
開
催

さ
れ
る
県
体
に

一
般
の
部
、
青
年
の
部

共
に
優
勝
、
青
年
の
部
は
全
国
大
会
に

出
場
と
い
う
目
標
に
向
か

っ
て
志
免
柔

道
部
は
、
一
九
と
な
っ
て
練
習
に
励
み
ま

し
た
。

粕
屋
郡
は
、
県
に
お
い
て
も
常
に
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
績
を
毎
年
納
め
、
見

事
期
待
通
り
、
青
年
、　
一
般
ダ
ブ
ル
優

勝
し
、
協
会
２０
周
年
記
念
の
花
を
添
え

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
志
免
柔
道
部
か

ら
も
、　
一
般
二
名
、
青
年
の
部
三
名
の

選
手
を
輩
出
し
、
優
勝
に
貢
献
し
ま
し

た
ｃｌｌ
月
に
東
京
講
道
館
で
行
な
わ
れ
た

全
国
青
年
柔
道
大
会
に
向
け
て
、
２
ヶ

月
間
猛
練
習
を
行
な
い
、
全
国
大
会
で

は
、
滋
賀
、
鳥
取
に
５
１
０
の
ス
ト
レ

ー
ト
勝
ち
、
北
海
道
に
４
１
０
、
富
山

②
１
２
の
内
容
勝
ち
、
愛
媛
２
１
１
、

そ
し
て
決
勝
で
は
、
青
森
県
を
下
し
見

事
念
願
の
全
国
優
勝
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
優
勝
の
影
に
は
、
選
手
を
支
え
て
下

さ

っ
た
郡
の
協
会
の
先
生
方
、
柔
道
部

の
御
父
兄
の
方
、
ま
た
募
金
等
に
協
力

を
し
て
下
さ

っ
た
方
々
等
の
御
指
導
、

御
鞭
撻
の
御
蔭
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の

場
を
借
り
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
御
座
居
ま
し
た
。
今
年
は
、

昨
年
の
様
に
派
手
な
活
動
は
、
で
き
ま

せ
ん
が
、
ま
た

一
歩
前
進
の
志
免
柔
道

部
で
あ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
少
年
部
か
ら
育

っ
た
青
年
が
、

柔
道
で
鍛
え
た
肉
体
と
精
神
力
で
地
域
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
に
成
長
し
、

柔
道
を
通
し
現
在
高
校
体
育
教
師
と
し

て
、
教
育
者
に
２
名
な

っ
て
い
ま
す
。

柔
道
は
、
「礼
に
始
ま
り
、礼
に
終
わ

る
」
と
の
言
葉
通
り
、
礼
儀
を
正
し
く
、

ま
た
心
技
体
の
心
を
磨
く

（精
神
力
）

を
養
う
事
を
重
点
に
指
導
し
、
明
る
く
、

邊
し
い
子
供
に
成
長
す
る
様
、
月
、
水
、

金
週
三
回
、
練
習
に
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

卓

　

球

　

部

辻
　
由
美
子

（桜
丘
四
）

今
年
注
目
を
集
め
る
ス
ポ
ー
ツ
の
ひ

と
つ
に
、
卓
球
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
あ

る
テ
レ
ビ
の
番
組
で
耳
に
し
ま
し
た
。

日
頃
、
練
習
に
汗
を
流
し
て
い
る
私
は

と
っ
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
何
か

ひ
と
つ
や

っ
て
み
た
い
。
心
の
種
火
が

く
す
ぶ
っ
て
い
ま
し
た
。
自
分
だ
け
の

時
間
な
ど
ま
だ
ま
だ
先
の
事
と
半
ば
、

観
念
し
て
い
た
と
こ
ろ
広
報
を
目
に
し

た
の
が
、
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
す
。

練
習
が
主
に
夜
の
時
間
な
の
で
、
主
人

の
顔
色
を
、
う
か
が
い
つ
つ
、
が
ん
ば

り
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
熱
心
さ
に
根
負

け
し
た
様
子
の
主
人
も
最
近
は
、
随
分

理
解
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
本
当
に
感

謝
／
ヽ
で
す
。

く
じ
け
そ
う
に
な
る
と

「頑
張
れ
」
と

四
十
路
を
間
近
に
し
て
の
始
め
て
の

試
合
、
緊
張
し
ま
し
た
。
勝
敗
は
と
も

か
く
と
し
て
、
こ
の
年
に
し
て
忘
れ
か

け
て
い
た
何
か
を
、
卓
球
を
通
し
て
、

と
り
戻
し
た
様
な
気
持
に
な
り
ま
す
。

練
習
は
、
火
曜

・
木
曜
、
夜
７
時
過

ぎ
か
ら
、
１０
時
迄
、
志
免
中
学
校
、
日

曜
日
朝
１０
時
よ
り
正
午
ま
で
、
桜
ヶ
丘

共
同
利
用
施
設
に
於
い
て
、
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
御
夫
婦
で
又
、
お
子
様
連

れ
で
皆
さ
ん
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。　
一

度
の
ぞ
い
て
見
ま
せ
ん
か
。

軟

式

庭

球

協

会

穴
井
　
恵
美

私
が
軟
式
テ
ニ
ス
を
始
め
た
の
は
、

高
校
に
入

っ
て
か
ら
で
す
が
、
テ
ニ
ス

を
好
き
に
な

っ
た
の
は
、
社
会
人
に
な

り
、
軟
式
庭
球
協
会
に
入

っ
て
か
ら
の

こ
と
で
す
。

高
校
の
時
は
ク
ラ
ブ
を
休
ん
で
は
い

け
な
い
と
い
う
意
識
が
強
か

っ
た
の
で

し
ょ
う
か
、
私
に
は
堅
苦
し
い
感
じ
で

し
た
し
、
こ
れ
と
い
っ
た
好
成
績
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
劣
等

感
さ
え
感
じ
た
も
の
で
す
。

社
会
人
と
な

っ
て
軟
式
庭
球
協
会
に

入
会
し
て
二
年
目
の
粕
屋
郡
春
季
大
会

で
準
優
勝
し
、
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を

預

い
た
時
は
感
激
の
あ
ま
り
涙
が
出
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
協
会
の
方
々

の
ご
指
導
に
よ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

勇
気
づ
け
て
い
た
だ

い
た
り
、
和
気
あ

い
あ

い
の
中
で
伸
び
伸
び
と
テ
ニ
ス
が

で
き
た
ぉ
か
げ
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
春
、
夏
、
秋
に
粕
屋
郡
の
大

会
が
あ
り
ま
す
し
、
十

一
月
に
は
初
心

者
の
方
た
ち
も
参
加
し
て
町
の
大
会
も

あ
り
ま
す
。

初
め
て
の
方
の
た
め
に
、
テ
ニ
ス
教

室
が
あ
り
ま
す
の
で
、
何
か
ス
ポ
ー
ツ

で
も
と
考
え
て
あ
る
方
は

一
度
ラ
ケ
ッ

ト
を
持

っ
て
、
自
球
を
追

い
か
け
て
み

ま
せ
ん
か
ｃ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

小
学

生

の
ジ

ュ
ニ
ア

バ

レ
ー
に

つ
い
て

岸
川
　
明
生

（東
小
）

ジ

ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
と
い
う
言
葉
は
御

存
知
で
し
ょ
う
か
．
小
学
生
で
も
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
が
楽
し
め
る
よ
う
に
、
六
人

制
の
ル
ー
ル
を
若
干
手
な
お
し
し
て
作

ら
れ
て
い
ま
す
．
特
に
バ

ッ
ク
セ
ン
タ

ー
が
、
固
定
し
て
い
る
点
が
大
き
な
特

「広報じめまち」と一緒に保管していただければ幸いです。
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し

長

で
す
。

さ
て
志
免
町
内

の
各
チ
ー
ム
の
６２
年

度

の
成
績
は
と

い
い
ま
す
と
、
六
年
生

は
何

と

い

つ
て
も
志
免
東
ジ

ュ
ニ
ア
の

九
州
大
会

の
県
予
選

に
お
け
る
三
位
入

賞
が
光

っ
て

い
ま
す
ｔ

都
内

で
こ
こ
ま

で
上

っ
た
チ
ー
ム
は
、

こ
れ
が
は
じ
め

て
で
す
。
（出
場
チ
ー
ム
数
↓
馬
チ
ー
ム
）

ま
た
男
子
チ
ー
ム
も
参
加
チ
ー
ム
は

少
な

い
の
で
す
が
常

に
県
大
会

の
上
位

入
賞
を
は
た
し
て
い
ま
す
。

五
年
生
は
、
中
央
小

・
南
小
と
郡
大

会

で
の
パ
ー
ト
優
勝
を
し
て

い
ま
す
し
、

東
小
と
西
小
も
は
り
き

っ
て
練
習
を
し

て

い
ま
す

の
で
、
６３
年
度
が
楽
し
み
で

夕
ｃこ

の
よ
う
に
志
免
町
内

の
各

チ
ー
ム

は
、
頑
張

っ
て
優
秀
な
成
績
を
残
し
て

い
ま
す
が
、
広
報
活
動
が
不
充
分
だ

っ

た
た
め
に
、
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
せ
＾

今
後
、
折

に
触
ね
お
知
ら
せ
し
て

い
き

た

い
と
思

い
ま
す
ｃ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
他

の

ス
ポ
ー
ツ
に
も
ジ

ュ
ニ
ア
の
部
が
あ
り

ま
す
が
、
会
員
の
み
な
さ
ん
も
そ
の
育

成
に
御
協
力
下
さ
る
様
お
願
い
し
ま
す
。

剣
　
　
道
　
　
部

丸
山
　
孝
雄

（吉
原
）

「剣
続
心
厳
」
「文
武
両
道
」
志
免
剣

道
会
で
は
、
今
こ
れ
を
合
言
葉
に
大
人

も
子
供
達
も

一
生
懸
命
が
ん
ば

っ
て
い

ま
す
。
読
ん
で
字
の
如
く
前
者
は
剣
を

永
く
続
け
る
、
心
の
厳
し
さ
、
後
者
は

武
道
が
強

い
だ
け
で
な
く
学
問
も
大
切

で
す
よ
と
い
う
事
で
す
。
両
方
共

「言

う
は
易
く
行

い
が
た
し
」
と
昔
か
ら
云

い
ま
す
が
口
で
言
う
の
は
簡
単
で
す
が

な
か
な
か
実
行
は
む

つ
か
し
い
も
の
で

す
。何

事
も
自
身
の
弱
気
に
負
け
ず
永
く

続
け
る
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
で
し
ょ

う
か
。
志
免
町
剣
道
会
で
は
会
の
別
に
志
免

心
正
会
と
桜
武
館
が
あ
り
年
間
を
通
し

週
３
日
、
六
時
か
ら
二
時
間
小
学

一
年

生
か
ら
８０
才
の
老
人
ま
で
練
習
で
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。
又
、
実
業
団
と
し
て

消
防
署
と
役
場
チ
ー
ム
が
あ
り
、
地
方

大
会
等
で
活
躍
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
小
年
時
代
の
経
験
者
や
少
年
会
員

の
父
兄
の
中
か
ら
も
運
動
不
足
で
お
腹

が
出
て
き
た
の
で
練
習
を
始
め
る
人
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
熱
心
な
人
ば
か
り

で
、
ほ
と
ん
ど

一
ヶ
月
ぐ
ら
い
で
お
腹
が

引
込
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
又
、
初
め
て

２
年
目
に
は
初
段
を
取
っ
た
人
も
出
ま

し

た

。
　

　

　

．

剣
道
は

「礼
に
始
ま
り
礼
に
終
る
」

と
言
う
よ
う
に
、
礼
節
面
と
精
神
修
養

面
を
厳
し
く
指
導
致
し
て
お
り
ま
す
。

お
陰
で
不
良
少
年
は

一
人
も
出
ま
せ
ん
。

又
、激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
な
れ
る
と

音
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
体
と
体
が
ぶ
つ

か
り
あ
う
の
で
交
友
関
係
も
よ
り
深
く

な
る
よ
う
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
練
習
の
時
間
は
別
紙

と
お
り
で
す
。
そ
う
む
つ
か
し
く
考
え

ず
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。
多
く
の
指

導
員
が
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

陸

　

上

　

部

リ

レ
ー

「
フ
ル

マ
ラ

ソ
ン
」

を
終

え

て

手
嶋
　
浩

二
（王
子
八
幡

一

そ
れ
は
、　
一
人
の
陸
友
会
部
員
の
提

案
か
ら
始
ま

っ
た
の
で
す
．
「
部
員
全

員
の
力
で
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
走

っ
て
み

よ
う
。」
こ
の
案
は
部
員
の
心
を
ひ
と

つ
に
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
方

法
は
、
２００

ｍ
ト
ラ
ッ
ク
を
２１１
周
、　
一
周

ご
と
に
交
替
し
て
走
り
４２
・‐９５
ｋｍ
を
走

破
す
る
と
い
う
事
に
決
定
し
ま
し
た
。

当
日
は
陸
友
会
に
志
免
中
陸
上
部
の
協

力
が
あ
り
、
み
ん
な
が
力
の
か
ぎ
り
走

り
続
け
ま
し
た
。

当
初
は
日
本
記
録
を
目
標
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
結
果
は
世
界
記
録
を
も
上

回
る

一
時
間
五
十
五
分
〇
四
秒
と
い
う

好
記
録
を
打
立
て
る
事
に
な
っ
た
の
で

す
。
終
了
後
は
み
ん
な
涙
し
て
喜
び
を

ゎ
か
ち
あ
い
ま
し
た
。

一
人
が
み
ん
な
の
為
に
、
み
ん
な
が

一
人
の
為
に
、
全
部
員
の
気
持
が
成
功

へ
導
い
て
来
れ
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
行
事
を
今
回
限
り
と
せ

ず
、
我
が
陸
友
会
の
恒
例
行
事
と
し
、

事
あ
る
ご
と
に
計
画
し
、
最
低
で
も
年

一
日
程
度
は
行

っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

そ
の
時
は
み
な
さ
ま
方
の
力
を
、
応
援

を
私
達
、
陸
友
会
に
貸
し
て
下
さ
い
。

そ
し
て
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
い
．
勝

負

で
は
な
く
、
み
ん
な
の
や
る
気
と
努

力
が
大
事
な

の
で
す
か
ら
。
そ
し
て
、

私
達
が
わ
か
ち
あ

っ
た
喜
び
を
、
多
く

の
人
達

に
伝
え
た

い
の
で
す
。

そ
れ
が
我
ら
陸
友
会

の
望

み
で
す
３

今
後

と
も
、
陸
友
会
を
よ
ろ
し
く

お
願

い
致
し
ま
す
ｃ

相

撲

協

会

「私
と
相
撲
」

野
中
　
俊
雄

（志
四
）

私
が
相
撲
を
実
際
に
体
験
し
た
の
は
、

十
八
才
の
時
の
石
投
相
撲
大
会
で
し
た
。

最
初
は
、
全
然
歯
が
た
ち
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
毎
年
参
加
す
る
う
ち
に
少
し

づ

っ
勝
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
二

十
二
才
の
時
、
郡
大
会
に
出
場
し
上
位

入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
又
郡
代
表
と

し
て
県
大
会
に
出
場
し
、
団
体
の
部
で

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

年
の
十

一
月
に
は
、
全
国
青
年
大
会
が

行
な
わ
れ
、
団
体
三
位
の
仲
間
に
入
れ

た
事
が
、
そ
の
後
の
人
生
に
大
き
な
自

信
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
審
判
員
資
格
を
取
得
す
る

た
め
研
修
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

昨
年
無
事
初
段
を
得
て
、
今
年
と
来

年
と
研
修
を
受
け
、
国
体
審
判
員
の
資

格
で
あ
る
三
段
を
取
れ
る
よ
う
頑
張
る

つ
も
り
で
す
。

昨
年
の
研
修
の
中
で

一
番
感
じ
た
事

「広報じめまち」と一緒に保管していただければ幸いです。
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体協だより 6ヽ 、

は
、
地
域
や
地
方
公
共
同
体
等
の
協
力

が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
事
で
す
ご

学
校
で
の
指
導
者
育
成
の
大
切
さ
も

痛
感
し
ま
し
た
。
熊
本
県
や
鹿
児
島
県
、

国
体
を
ひ
か
え
て
い
る
沖
縄
県
は
、
全

九
州
高
校
選
手
権
大
会
た
見
る
か
ぎ
り
、

指
導
者
が
豊
富
で
あ
り
、
か
な
リ
レ
ベ

ル
が
高

い
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

今
ま
で
レ
ベ
ル
の
低
か

っ
た
沖
縄
県

も
第
２
回
国
体
の
為
、
か
な
り
の
強
化

の
跡
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
も
、
指
導
者
の
大
切
さ

が
わ
か
り
ま
す
っ

志
免
町
で
は
、
昨
年
卜
月
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
全
九
州
少
年
大
会
に
、
団
体
、

個
人
と
参
加
し
、
五
年
生
の
部
の
個
人

戦
で
志
免
西
小
学
校
の
池
田
博
文
君
が

み
ご
と
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
、．

こ
の
事
は
、
相
撲
教
室
の
成
果
が
表

わ
れ
た
結
果
だ
と
思

い
ま
す
．

こ
れ
か
ら
は
、
志
免
町
相
撲
協
会
の

一
員
と
し
て
、
相
撲
人
日
の
拡
大
、
又

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
頑
張

っ
て

い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
ち

硬
式
テ
ニ
ス
協
会

私

の

一
週
間

　

山
下
　
和

子

テ
ニ
ス
を
始
め
て
四
度
目
の
春
。
「石

の
上
に
も
三
年
」
と
は
よ
く
言

っ
た
も

の
で
、
何
と
か
格
好
が
つ
き
、
夫
婦
で

楽
し
さ
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

当
然
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
も
テ
ニ
ス
中

心
と
な
り
、
天
気
予
報
に
異
常
な
関
心

を
寄
せ
る
有
様
で
す
。

月
曜
日
―
心
す

っ
き
り
い
ざ
出
動
。
し

か
し
疲
労
の
影
濃
く
、足
は
重
い
し
、

日
は
腫
れ
ば

っ
た
い
。

火
曜
日
―
い
ま
だ
体
調
思
わ
し
か
ら
ず
。

水
曜
日
―
や

っ
と
我
に
返

っ
た
心
地
す
。

本
曜
日
―
週
末
の
天
気
に

一
喜

一
憂
。

金
曜
日
―
た
ま

っ
た
家
事
を

一
気
に
片

付
け
る
。

土
曜
日
―
終
業
の
ベ
ル
と
共
に
、　
一
路

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ヘ
。

日
曜
日
―
日
が
な

一
日
ラ
ケ
ッ
ト
ざ
ん

キ
い
い
。

そ
し
て
又
始
ま
る

一
週
間
。
テ
ニ
ス

の
厳
し
さ
は
、
テ
ー
ム
プ
レ
ー
の
競
技

と
違

っ
て
、
自
分

一
人
で
、
落
ち
こ
ん

だ
気
分
を
直
し
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
耐

え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
自
己
を
鍛
え
る
修
練
の
場
で
あ

り
、
青
空
の
下
で
ボ
ー
ル
を
追
う
至
悦

の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
協
会
に
は
、
老

若
男
女
さ
ま
ざ
ま
の
人
々
が
テ
ニ
ス
に

結
ば
れ
、
テ
ニ
ス
教
室
、
親
善
大
会
に

参
加
し
な
が
ら
今
日
も
晴
天
を
祈

っ
て

明
日
の
ト

ッ
プ

フ
レ
ー
ヤ
ー
を
夢
見
て

い
ま
す
。

空

手

協

会

森
山
　
　
渉
（桜
丘
中
学
二
年
）

僕
が
空
手
を
始
め
た
き

っ
か
け
は
、

一
枚

の
広
告

で
し
た
．
広
告
を
見
た
家

族
は

「
や

っ
て
み
な

い
か
」
と

い
っ
て

勧
め
て
く
れ
ま
し
た
ｃ
僕
は

「
き

つ
い

こ
と
ば
か
り
や
る
ん
だ
ろ
う
な

一
と
思

い
最
初
や
め
よ
う
と
思

い
ま
し
た
が
、

好
奇
心
が
勝

っ
て

「
や

っ
て
み
る
」
と

い
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
．
習

い
始
め
た

こ
ろ
は
、
そ
ん
な
に
き

つ
く
も
な
か

っ

た
の
で
平
気

で
し
た
が
、
し
ば
ら
く
し

て
旅
行

に
行
く

こ
と
に
な
り
二
週
間
」‐い

ど
空
手
を
し
な

い
時
が
あ
り
ま
し
た

．

そ
し
て
、
旅
行
か
ら
帰

っ
て
か
ら
の

一

ヶ
月
は
、
や
め
て
し
ま
お
う
と
思
う
ほ

ど

つ
ら
く
感

じ
、　
一
時
は
母

に
や
め

Ｉ

う
か
な
み
た

い
な

こ
と
を

い
っ
た

こ
と

も
あ
り
ま
し
た
ｃ

し
か
し
、
中
途
半
端

で
お
わ
る
の
は

い
や
だ

っ
た
の
で
続
け
る
こ
と
に
し
ま

し
た
こ
す
る
と
、
今
度
は
空
手
が
お
も

し
ろ
く
な
り
、
練
習
日
が
待
ち
ど
お
し

い
く
ら

い
で
し
た
．
僕
は
Ｌ
達
し
始
め

て

い
た
ん
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。

今
考
え
て
み
る
と
や
め
よ
う
ル
」
思

っ

た

こ
ろ
、
や
め
な

い
で
続
け
て

い
て
よ

か

っ
た
と
思

っ
て

い
ま
す
こ
そ
し
て
今

で
は
大
き
な
試
合

に
も
参
加
で
き
る
よ

う

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
強
く
な
り

た

い

一
心
で
頑
張

っ
て
き
た
結
果
だ
と

思

い
ま
す
．
道
場

に
は
、
ぜ

ん
ざ

い
会
、

夏

の
キ

ャ
ン
ブ
、
ク
リ
ス

マ
ス
会
等

の

行
事
が
あ
り
ま
す
が
、
な

に
よ
り
友
達

が
増
え
る
こ
と
が

一
番

で
す
。

こ
れ
か

ら
も
、

二
の
楽
し
く
好

き
な
空
手
を

い

つ
ま
で
も
続
け
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
部

青
春
に
汗
を
流
そ
う
平
尾
　
　
智

「
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
」
体
育
館
に
小

学
生

の
元
気
な
声
が

こ
だ
ま
す
る
。
今

日
は
志
免
町
バ
ス
ヶ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
主

催

の
９
回
日

の
小
学
生
大
会

で
す
。
小

さ
な
４
年
生
の
子
が
大

き
な
ボ
ー
ル
を

一
生
懸
命

つ
き
な
が
ら
走

る
の
を
見

て

部
員
全
員
が
、
今
年
も

二
の
大
会
を
開

い
て
よ
か

っ
た
な
あ
―
と
感
激
し
て
ま

■
に
Ｃ７

年
前
に
こ
の
大
会
に
出
場
し
た
者

が
、
今
は
後
輩
の
た
め
に
こ
の
大
会
で

審
判
と
し
て
笛
を
吹

い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
志
免
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
の
練
習
日
は
、
毎
週
本
曜
日
夜
８
時

か
ら
、
仕
事
を
終
え
た
若
者
が
、
「今

晩
は
」
「今
晩
は
」
と
中
央
小
学
校
の
体

育
館
に
集
ま

っ
て
き
ま
す
。
ど

ん
な
に

寒

い
日
で
も
体
育
館
に
く
れ
ば
寒
さ
は

感
じ
ま
せ
ん
ｃ
ボ
ー
ル
を
追

っ
て
コ
ー

ト
を
走
り
回
れ
ば
額
に
汗
が
流
れ
て
き

ま
す
〓
み
ん
な
こ
の
汗
の
た
め
に
仕
事
で

ど
ん
な
に
疲
れ
て
い
て
ｔ
，
集
ま
り
ま
す
。

「広報 じめまち」と一緒に保管 していただければ幸いです。

雄

一

量
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も
う
す
ぐ
春
、
４
月
か
ら
は
精
暉
郡

協
会
主
催
の
春
の
リ
ー
グ
戦
が
始
ま
り

ま
す
．
も
う
、
顔
な
じ
み
と
な

っ
た
郡

内
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
フ
レ
イ
ヤ
ー

と
６３
年
度
の
戦

い
が
始
ま
り
ま
す
。

リ
ン
グ
を
ボ
ー
ル
が
通

っ
た
瞬
間
の

爽
や
か
さ
を
感
じ
た

い
か
た
、
ぜ
ひ
、

本
曜
日
、
中
央
小
学
校
の
体
育
館
１１
お

い
で
く
だ
さ
い
。　
一
緒
に
汗
を
流
し
ま

し
よ
う
ｃ

降
〓
二
，
Ｆ

，１　
・
１１
■
三

一、■
二
１
■

一
そ
・
´

た
．
永
年

の
功
■

者
二
ｉ
〓
・
二
Ｉ
三
ｔ

り
、
そ
の
後

チ
ー
ム
ワ

Ｌ
′
‘
良
き
を

示
し
な
が
ら
ミ

ニ
バ
レ
ー
や
綱
引

き
を

行

い
夫
婦
、
親
子
が
息
を
弾
ま
せ
熱
戦

を
続
け
、
優
勝

チ
ー
ム
、
参
加
チ
ー
ム

に
珍
賞
品
を
贈
り
笑

い
の
う
ち

に
楽
し

い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
こ

各

チ
ー
ム
の
十
年
選
手
も
不
惑

を
過

ぎ
、
選
手
の
交
代
時
期

に
な

っ
て

い
ろ

よ
う
で
す
。
親
子
で
チ
ー
ム
を
作

り
交

代
が
順
調

に
い
っ
て

い
る
と

こ
ろ
も
あ

り
ま
す
が
、
若

い
人
の
加
入
を
待

っ
て

い
る
チ
ー
ム
が
多

い
の
で
、
み
な
さ
ん

お
気
軽

に
本
紙

に
掲
載

さ
れ
て

い
る
代

表
者

の
と

こ
ろ

ヘ

て
く
だ
さ

い
ｃ

居

〈□
　
道
　
部

檜
橋
　
虎
雄
（堺
円
一
の

一）

最
近
青
少
年
を
中
心
に
、
剣
道
の
普

及
は
、
目
ざ
ま
し
い
も
の
で
す
が
、
居
合

道
の
関
心
も
大

い
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

日
本
刀
の
操
法
に
よ

っ
て
、
静
か
な

一三
■
〓
ｒ
二
一一１
■

・．
´

二
ｉ
ｆ

ｉ
ｒ
ヽ
　
、

■
〓
夕
・　
一二
一
〓
・
．、　
´，
■
ヽ
一手
・〓■
■
」
キ
・
●
メヽ

↑
一
・／一Ｌ
Ｏ
，．‐
二一一，
‥

春
の
北
九
州
、
夏
の
八
女
、
秋
の
福

岡
と
、
そ
れ
ぞ
れ
、
居
合
道
大
会
も
盛

大
に
行
な
わ
れ
、
一二
月
に
は
、
昇
級
、

昇
段
審
査
が
あ
り
ま
す
。

毎
週
木

・
土
曜
日
の
午
後
七
時
か
ら

九
時
迄
、
志
免
中
学
校
武
道
場
で
、
目

的
に
向

っ
て
汗
を
流
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
．

夏
に
は
、
子
供
達
と

一
緒
に
キ
ャ
ン

プ
等
、
余
暇
も
楽
し
ん
で
居
ま
す
ｃ

小
学
校
三
年
生
以
上
の
、
老
若
男
女

を
問
わ
ず
、
人
部
を
、
お
待
ち
し
て
居

ま
す
。

粕
屋
郡
民
体
育
大
会

○
と
　
き
　
８
日
２１
日

（日
）

○
と
こ
ろ
　
主
催
町
　
新
宮
町

協
力
町
　
古
賀
町

郡
内
８
町
の
選
手
が
、
真
夏
の
き
び

し
い
天
候
の
も
と
、
日
頃
の
鍛
練
を
き

そ
う
郡
民
体
育
大
会
が
、
右
記
の
と
お

、１
年
な
わ
れ
ま
す
ｔ

観
戦
、
応
援
を
、

お
願

い
い
た
し
ま

すヽ
ｃ各

種
大
会

・
教
室
等
に

ぜ
ひ

ご
参
加
を

／
（予
定
）

一バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
〕

５
／
”
一　
第
１４
回

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

６
／
１９
　
第
１２
回

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
８
回

動
労
者
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

７
／
３
　
第
Ｈ
回

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

〔硬
式
テ
ニ
ス
協
会
」

％
１
％
　
春
季
千
　
一
ス
ス
ク
ー
ル

６
／
１２
　
町
内
大
会

％
～
％
　
秋
季
テ
ニ
ス
ス
タ
ー
ル

ー１
／
６
　
町
内
大
会

〔軟
式
庭
球
協
会
〕

％
～
％

春
季
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
⌒
１０
回
）

％
‐
％

秋
季
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
（
１０
同
）

〔相
撲
協
会
〕

７

月

～

１１

月相
撲
教
室
（毎
週
人

・
木
曜
日
）

８
月
　
　
少
年
相
撲
大
会

〔
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
〕

７
／
２４
　
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

〔剣
道
部
）

８
月
　
　
暑
中
稽
古
会

町

主

催

大

会

１０
／
お
　
岩
崎
神
社
剣
道
大
会

１
月
　
　
寒
中
稽
古
会

〔バ
ス
ケ
′
ト
ボ
ー
ル
部
〕

２
月
　
　
志
免
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
会

４

月

～

１０

月女
性
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

４
／
１０
　
歩
こ
う
／

レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

６
／
１２
　
卓
球
大
会

８
／
７
　
中
高
生
球
技
大
会

１０
／
１６
　
町
民
大
運
動
会

Ｈ
／
２０
　
町
民

マ
ラ
ソ
ン
大
会

Ｈ
／
２３
　
武
道
大
会

６４

・
２
／
５公
民
館
対
抗
綱
引
き
大
会

６
月
　
　
軽
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

９
月
　
　
体
カ
テ
ス
ト

町
民
だ
れ
も
が
参
加
で
き
る
催
し
を

行

っ
て
い
ま
す
ｃ

ど
し
ど
し
、
参
加
を
お
願
ぃ
し
ま
す
〓

ー

「広報 しめまち」と一緒に保管していただければ幸 いです。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

志
免
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
は
、
創

立
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
昭
和
三
十

年
頃

「六

。
三
制
野
球
ば
か
り
う
ま
く

な
り
」
と
云
わ
れ
た
頃
の
少
年
た
ち
が
、

昔
の
夢
を
忘
れ
ら
れ
ず
公
民
館
対
抗
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
参
加
し
て
い
る
う

ち
に
自
然
発
生
的
に
チ
ー
ム
が
で
き
、

隣
の
町
内
と
試
合
を
続
け
て
い
る
う
ち

に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
を
作
ろ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
北
区
の
外
園
さ
ん
を

リ
ー
ダ
ー
に
五
チ
ー
ム
で
昭
和
五
十
年

に
発
足
し
ま
し
た
。

昔
や
っ
た
野
球
と
は
ル
ー
ル
も
異
な

り
審
判
技
術
も
未
熟
で
珍
試
合
も
多
か

っ
た
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
チ
ー
ム

数
も
増
え
技
術
も
向
上
し
粕
屋
郡
大
会

で
は
好
成
績
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

十
年
続
け
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、

家
族
の
協
力
が
あ

っ
て
の
こ
と
で
、
そ

の
感
謝
を
込
め
て
会
員
の
家
族
と
の
親

憮・鑢．
ヽ

.はは、
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ス
ポ
ー
ツ
の
科
学

こ
れ
か
ら
何
か
運
動
を

と
考
え
て
い
る
人

へ

老
化
は
、
３０
才
代
か
ら
除
々
に
始
ま

つ
て
い
ま
す
。積
極
的
に
体
を
動
か
し
、

運
動
を
通
し
て
健
康
づ
く
り
を
し
ま
し

よ
ンフ
ｏ安

全
な
運
動
強
度

運
動
の
強
さ
を
見
分
け
る
簡
単
な
方

法
を
紹
介
し
ま
す
。

安
静
に
し
て
い
る
時
の
私
た
ち
の
脈

拍
は
、　
一
般
成
人
で
、　
一
分
間
約
７０
～

８０
ぐ
ら
い
で
す
。
運
動
を
す
る
と
だ
ん

だ
ん
脈
拍
数
が
増
加
し
ま
す
が
、
楽
に

運
動
を
続
け
ら
れ
る
脈
拍
数
は
お
よ
そ

１２０
前
後
で
す
。

続けられる。

準
備
運
動

健
康
の
た
め
に
す
る
運
動
で
ケ
ガ
を

し
て
は
、
何
に
も
な
り
ま
せ
ん
「ヽ
寒

い

季
節
に
は
、
特
に
運
動
前
の
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
フ
は
人
念
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
．

特
に
、
中
年
以
上
の
人
は
、
老
化
に

よ
り
筋
肉
が
短
縮
す
る
傾
向
に
あ
る
の

で
、
暖
か
い
場
所
で
、
脚

・
腰
を
主
に

し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
等
を
し
ま
し
よ

ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
の
要
領

０
ゆ

っ
く
り
行
う

―
―
リ
ラ
ン
ク
ス
し
た
気
分
で
―

０
弾
み
を

つ
け
ず
ゆ
る
や
か
に
伸
ば
す

０
呼
吸
を
自
然
に
し
な
が
ら
行
う

０

＾
つ
の
動
作
を
２０
秒
ぐ
ら
い
続
け
る

Ｏ
痛
み
を
こ
ら
え
て
行
わ
な

い

０
全
体
の
所
要
時
間
は
１５
分
ぐ
ら
い

０

ヽ

100～ 120ぐ らい 脈拍数のめやす

(

140ぐ らい

,1

楽に話が  1~ 項〉
`

/

、11(|

息が
はずんで
話がとぎれ
とぎれに
なる。

140以上 ,t(

■、βや
）

　

ヽ

ｃ
Ｆ
‐
０ 呼吸が

速くなり

言舌は
できない。′

))

辱

楽 しむためのスポーツは、

友達とニコニコ話ができる程

度が良いでしょう。

左手で右肘を引く.
(左右交互に)

曲げた脚を外側へ押し出すようにし

ふとももの内側の筋を伸はす。
アキレス腱をの|ます

片脚を曲げ、ひざを胸に

引きつけながら背筋、お

しりの筋を伸ばす。

太ももの前部の筋を伸ばす

爾
卜■γ
・ヽ
=.1

ri¬

ぺ
~ヽ

こ■

体
側
を
伸
ば
す

上
体
を
後
ろ
に

軽
く
曲
げ
る
。

ヽ
り
・ヽ

，
ノ

（陥
ζ

か
ら
だ
を
深
く

前
に
曲
げ
る
。

足
首
を
伸
ば
す

―
運
動
中
の
故
障
に
は

正
し
い
処
置
を
―

ケ

イ

レ
ン

運
動
中
に
突
然
、
大
も
も
や
ふ
く
ら

は
ぎ
の
筋
肉
が
ケ
イ
レ
ン
を
起
こ
し
て
、

運
動
が
続
け
ら
れ
な
く
な

っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
ｃ
こ
れ
を
予
防
す
る

一Ｔ
よ
、

背を伸ばしてからだを前にたおす。
脚の裏側の筋、アキレス腱を伸ばす。

①
全
身
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え

る

②
運
動
開
始
前
に
、
使
用
す
る
筋
肉

の
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
等
を
十
分
に

行
う
。

た

ま

ま

し

ゃ
カ

み

こ
む

つ
）か

か

と
を

つ
け

た

ま

ま

ア
キ

レ

ス
腱
と

ふ
く
ら
は
ぎ
の

筋
肉
を
伸
ば
す
。

こ
ケ
イ
レ
ン
を
起

し

た

筋

肉

は

、

痛
み
が
と
れ
て
て

か
ら
温
湿
布
で
あ

た
た
め
、
血
液
の

流
れ
を
よ
く
し
て

や
る
。

（長
く
強
く
痛
み

が
続
く
時
は
痛
み

を
柔
ら
げ
る
た
め

に
５
～
１０
分
冷
や
し
ま
す
。
）

ヶ一中””から
　〈燎堡

釘昌
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ン

ぃ

ヽ

ロ

①
か
か
と
を
つ
け

体重 を後 ろの足

にかけて両膝 を

深 く曲げる。

両脚 を前後に開

いて前膝 を曲け、

後 ろの膝 は仲 は し

て腰 を前に移す。

突
き
指

運
動
中

に
手
を
突
き
曲
げ
た
り
、
ひ

ね

っ
た
り
し
て
指
の
関
節
包
や
じ
ん
帯

を
損
傷
し
て
指
関
節
が
は
れ
る
の
を
、

般
的
に
は

「突
き
指
」
と
い
い
ま
す
ｃ

（処
置
）
基
本
的
に
は
ね
ん
ざ
と
同
じ

で
す
。

①
は
れ
を
少
な
く
す
る
た
め
に
冷
や

す

⌒
１５
分
間
程
度
）

●
弾
力
包
帯
な
ど
で
圧
迫
気
味
に
関

一即
′乞
キ^
しアヽ
。

０
競
技
を
続
け
ず
に
安
静
に
す
る
こ

●
患
部
を
心
臓
よ
り
高
く
―‐
げ
る
。

（痛
み
を
緩
和
し
回
復
を
促
進
す
る

と
が
で
き
る
〓

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
た
り
、
引

っ
ば

っ

た
り
、
振

っ
た
り
せ
ず
に
、
専
門
医
に

見
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
こ

0

編集後記

こ
の

「体
協
だ
よ
り
」
も
早
い
も
の
で
、
第
６
号
の
発
行
と
な

り

ま

し

た

。

会
員

一
人
ひ
と
り
が
町
民
の
社
会
教
育
、
生
涯
教
育
の
推
進
役

と
し
て
活
躍
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
人
づ
く
り
の
活
動
源
と
な

り
ま
た
、
こ
の
広
報
が

一
役
を
に
な
う
な
ら
ば
幸
い
で
す
。

「広報じめまち」と一緒に保管していただければ幸いです。

―
ル
ー
‐‐‐

ン
〃に
事褐
賀
一一

ィ‐／Ｌレぃヽ″、́メ
ル螢

⑥


